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中間取りまとめを踏まえた施策展開について

令和５年７⽉２４⽇（⽉）
都市整備部

NCC推進課都⼼部まちづくり推進室，市街地整備課再開発室

第４回（仮称）都⼼部まちづくりプラン策定懇談会

資料１

【趣旨】
「（仮称）都⼼部まちづくりプラン」中間取りまとめを踏まえ，⼈中⼼のウォーカブルな空間を形
成するための基本的な施策や，エリアや路線に係る課題に対応した施策について意⾒を伺うもの



⽬次
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１．プラン中間取りまとめの振り返り
・中間取りまとめにおいて明⽰した「⽬指す状態」や「街路空間の使い⽅」，「課題」，「取組

⽅針と施策展開の考え⽅」を再確認
２．プランの全体構成（案）

・取りまとめに向けて，全体の章⽴てを確認
３．確認事項（中間取りまとめを更に深掘りする内容）

・施策展開の検討と合わせて中間取りまとめの内容を深度化させた部分について確認
（質疑応答）

４．検討事項（ビジョン実現に向けた施策展開に関する内容）
・施策を実施レベルに移⾏していく施策展開の考え⽅を前提に，都⼼部全体に係る基本的な課題

に対応した施策と特定のエリアや路線に係る課題に対応した施策について意⾒聴取
５．今後の予定



１． 中間取りまとめの振り返り
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プランの⽬的・対象エリア等
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【プランの目的】

「街なかの空間」を，人と様々な交通が共存し，移動し

やすく，多様な都市活動を支えるまちの機能が充実し，

人中心の居心地が良い空間に変えていく官民協働の

都心部まちづくりを推進するため策定するもの。

【プランの対象エリア】

『JR駅西側の回遊・滞在機能等の強化に向けた施策を

重点的に展開する都市拠点内の枢要なエリア』（下記赤枠）



【都⼼部まちづくりの⾻格となる都市構造】
「都⼼部グランドデザイン」などを踏まえ，東⻄に並ぶ「JR宇都宮駅周辺」から「⼆荒⼭神社周辺」，「東武駅周辺」，「桜通
り⼗⽂字周辺」，さらには南北に並ぶ「県庁周辺」と「市役所周辺」などの核となるエリアと，それらを結ぶ「東⻄・南北都⼼
軸」といった，核と軸を念頭におきながら施策展開を検討

プランの⽬的・対象エリア等
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⽬指す「街なかの空間」
特徴 本市が⽬指す「⼈中⼼のウォーカブルなまちの姿」を明⽰
「街なかの空間」において，着⽬する視点（まちづくりの視点）を整理
道路と道路沿いの敷地の一部を指す「街路空間」の「使い方」や「デザイン」，更には「都市機能」，「交通機能」

〇官⺠が⽬標とする空間の⽬指す状態を整理
〇移動や⽣活のシーンにおける「望ましい状態」を明⽰
〇官⺠が⽬標とする空間の⽬指す状態を整理
〇移動や⽣活のシーンにおける「望ましい状態」を明⽰
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⽬指す「街なかの空間」（⽬指す状態①）
まちづくりの視点①：街路空間の使い方（移動や滞在）

望ましい状態

生活に身近な道路や商店街などのにぎわいの軸となる道路に，通過するだけの自動車が入らない。等

出典：「ストリートデザインガイドライン（2.0）」（国土交通省）

「多様な交通が移動に使う空間」 「⼈が歩いて楽しむ空間」

幹線道路などを中⼼に街なかの通過⽬的の
⾃動⾞を円滑に処理するイメージ道路が持つ特性や役割のイメージ

【官⺠が⽬標とする空間の⽬指す状態】
都⼼部エリアにおいて，限りある街路空間が，徒歩，⾃転⾞，⾃動⾞，公共交通等，多様な交通が移動に使う空間と⼈が歩いて
楽しむ空間とにかしこく使い分け，安全で居⼼地が良く，歩きたくなる空間となっている。
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⽬指す「街なかの空間」（⽬指す状態②）
まちづくりの視点②：街路空間のデザイン（居心地が良く歩きたくなる空間）

望ましい状態

ゆとりある，緑あふれる宇都宮らしい景観など，居心地が良く歩きたくなる街路空間の中で，多くの
市民や来街者が，歩いてまちの魅力やにぎわいに触れている。等

東京都 丸の内仲通り（出典：国土交通省資料）

【官民が目標とする空間の目指す状態】
歩きやすい，歩きたくなる街路空間の形成により，街なかで良好な地域コミュニティが形成されるとともに，公共交通を積極的に
利⽤しながら健康的に歩いて暮らせるライフスタイルが実践できている。
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⽬指す「街なかの空間」（⽬指す状態③）
まちづくりの視点③：都市機能（住む，働く，学ぶ，遊ぶ）

望ましい状態

働く人，住む人，学ぶ人などの日常生活のニーズに応える買い物や食事，医療などの施設が，交通結節
点など交通の利便性が高い場所に充実している。等

【官民が目標とする空間の目指す状態】
都⼼部エリアは，住む⼈・働く⼈・学ぶ⼈など，多様な⼈々が過ごす空間であることから，公共交通の基軸となるLRTが導⼊
される⼤通りを中⼼に，⼈々のニーズに応える都市機能を充実させていくことで，街なかを使いやすく，安⼼して便利に，更
に経済活動が活性化した状態となっている。

多様性のある⼀体的空間の形成
⇒沿線に訪れる人々の多様なニーズ（買い物，食事，仕事，医療，娯楽など）に応える まちの機能を充実
⇒居心地が良く快適な歩行空間形成などにより，人の回遊やにぎわいを波及させ，
都心部エリア全体の魅力と価値を向上
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⽬指す「街なかの空間」（⽬指す状態④）
まちづくりの視点④：交通機能（駐車・駐輪，荷さばき，端末交通など）

望ましい状態

街路空間の使い方に合わせて，街なかに来街する自動車が円滑に走行しているとともに，街なかの空
間が有効に活用されている。等

路上駐⾞の現状と望ましい状態のイメージ
交通への影響

人との錯綜（歩道をまたいだ駐車）

【官民が目標とする空間の目指す状態】
〇路外駐⾞場の量や配置について，多様な交通が移動に使う空間と⼈が歩いて楽しむ空間など街路空間の使い⽅を踏まえながら，適
切に配置することで，限りある道路や⺠地（⼟地・建物）などを有効に活⽤できている。

〇モノの移動も活発な都⼼部では，経済活動を⽀える路上での荷さばきが効率的に⾏えている。
〇LRTを基軸とした公共交通や⾃転⾞，シェアサイクルなどの新たな交通⼿段を充実させるとともに，結節機能を強化することで，
公共交通を中⼼に多様な交通が連携し，⼈の移動を⽀えている。

出典：国土交通省資料 「なごや交通まちづくりプラン」（名古屋市）より

駐⾞場の現状と望ましい状態のイメージ

コインパーキングを活用した荷さばき
可能駐車場）出典：東京都HP

【現状】
【望ましい状態】
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特徴 街路ごとに将来的な使い⽅の⽅向性を明⽰
〇道路など限りある空間をかしこく使い分け，有効に活⽤するため，空間形成の様々な施策の⼟台と
なる「⽬指す街路空間の使い⽅」を明⽰

【⽬指す街路空間の使い⽅】

（使い方を設定する上で踏まえたこと）
・二荒山神社周辺や中心商店街など，
地区の特性
・現在の街路空間の使われ方の評価

街路空間の使い⽅ 凡例

広域的な移動で使う空間

拠点間の移動や大通りへの
アクセスで使う空間

人の回遊・滞在で使う空間
（都心東西・南北軸，商業・に
ぎわい軸，交通結節軸，歴史・
交流軸，自然軸 など）



取組⽅針と施策展開の考え⽅
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特徴 ⺠間の取組を促進するための取組⽅針や施策展開の考え⽅などを明⽰
〇「望ましい状態」の具現化に向けた１７の課題を整理
〈「望ましい状態」の具現化に向けた課題（主なもの）〉
・ 街なかへの過度な自動車流入の抑制
・ 街路空間の居心地の良さの向上
・ 市民ニーズに応えるまちの機能の集積
・ 自動車を円滑に誘導する駐車場の量や配置の適正化 など

〇課題に対応したまちづくりの取組⽅針を設定

〇⽅針を踏まえた施策展開の考え⽅や⽅針に基づく中⼼施策を明⽰
〈施策展開の考え方〉
「支援や緩和」と「ルールや規制」の両面から，民間の取組を促す様々な施策を展開

視点 まちづくりの取組方針

街路空間の使い方 「人と自転車，自動車，公共交通などが共存できる街なかの空間を目指した街路空間の特性の強化・改良」

街路空間のデザイン 「地元や民間事業者が中心となった官民協働による居心地が良い街路空間の形成」

都市機能 「防災やバリアフリー化，脱炭素化などを踏まえた多様な都市活動を支える都市機能の充実・強化による拠点形成」

交通機能
「街なかにおける人やモノの移動円滑化に向けたまちづくりと連携した駐車場・荷さばきの適正化及び公共交通と連携
した多様な端末交通の利用環境づくり」



「望ましい状態」の具現化に向けた１７の課題
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まちづくりの
視点

課 題（施策展開の検討に合わせて中間取りまとめから記載を一部修正）

街路空間の
使い方

 道路の特性を踏まえた都心部への過度な自動車流入の抑制

 自動車交通の変化やまちづくりの進展に合わせたリンク・プレイス機能の強化・改良

街路空間の
デザイン

 街なかの居心地の良さ向上に向けた地域主体のまちづくりの推進

 街路空間における歩行や多様な市民活動の場の確保

 沿道施設低層階の物理的・視覚的な透過性の向上

 身近な目線で感じられる街なかの緑の充実

 大谷石文化や地域資源を活かした「宇都宮らしい景観」の形成

都市機能

 都心部に訪れる人々の多様なニーズに応える多様な都市機能集積

 都心部経済の好循環化や地域コミュニティの活性化につながる更なる都心居住の推進

 多様な都市機能の誘導や居住の推進と合わせたエリアの価値向上に資する防災性や建物性能（バリアフリー，脱炭素，スマート技術など）の向上

 老朽建築物の立地する地域における災害に強い安全・安心な居住・商業・業務地の形成

 回遊・滞在の拠点等における低未利用な空間を有効に活用した滞在・交流空間の創出と街なかの公共施設等の機能強化

交通機能

 公共交通の充実と連携した駐車場の量・配置の適正化及び質の向上

 まちづくりと連携した配送活動の共存

 回遊・滞在の拠点や大通り軸上などにおける自転車などの端末交通と公共交通ネットワークとの結節機能の充実

 街なかの回遊性を高める誰でも気軽に使えるマイクロモビリティ等の充実

 歩行者や市民活動にも配慮した自転車など端末交通のかしこい使い方の誘導

・街なかの空間の「望ましい状態」ごとに， ，ウォーカブルなまちづくり
に向けた国の動向などを踏まえ，都⼼部エリアの現状を分析



ＰＰ
P

商店街等

プレイスメイキング
の推進

緩
和

附置
駐⾞場 ⺠

間
開
発
等

ウ ウォーカブルなまちづくり
・道路などの公共的な空間と沿道の民有地を一体的に活用した居場所づくり
⇒プレイスメイキングの推進

東武⾺⾞道通りにおける社会実験 釜川河川敷地の商業利⽤

現状

将来

イ 都市機能の強化
・都市機能の誘導や壁面後退による歩行空間の確保
⇒まちづくりに貢献する民間開発に対する新たな事業費支援等
・まちの機能（買い物，食事，通院，子育て，働くなど）の誘導強化
⇒立地適正化計画に基づく誘導策の充実

Ｐ

壁⾯後退による
歩⾏空間の確保

ア 過度な自動車の流入抑制
・土地・駐車場など民有地の有効活用
⇒建築物に備える
駐車台数を減らす取組，隔地により
集約する取組

・公共交通の走行環境
や歩きやすさの向上

⇒大通りからの沿道駐車場への出入り
口の抑制，荷さばきのルールづくり

多様なまちの
機能の充実
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・ビジョン実現に向け， ，実効性の⾼い施策から展開していくこととし，都市機能の強化に向
や， などを令和5年度から運⽤開始



施策展開とプラン策定に向けた進め⽅
【令和5年度の進め⽅】

・ ，実効性の⾼い施策から展開
・プランの⼤枠（取組⽅針や中⼼施策）を踏まえ，エリアや路線などにおける施策展開を検討し，

令和５年度中にプランを策定

第４回
プラン策定懇談会

施策展開施策展開

今後の進め⽅イメージ

①プラン策定

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

プ
ラ
ン
策
定

・大通り沿線におけるまちづくりに貢献する民間開発の誘導
・既存附置義務駐車場の有効活用
・地域主体のまちづくりの促進

Ｒ５年度 Ｒ６年度

計画推進
（特定の
エリアに
おける施
策展開）

ＮＣＣまちづくりのオープンハウス等ＮＣＣまちづくりのオープンハウス等

第５回
プラン策定懇談会

目標指標等
計画素案
目標指標等
計画素案

第６回
プラン策定懇談会

計画案計画案

②拠点形成に向けた施策展開
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２． プランの全体構成（案）
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プランの全体構成（案）
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第１章 プランの⽬的・対象エリア等
第２章 ⽬指す「街なかの空間」

2-1 ビジョン実現に向けたまちづくりの視点と⽬指す状態
2-2
2-3 まちのデザイン（仮）

中間取りまとめにおいて，⾔語化した⽬指す街なかの空間を，具体的な場所や

第３章 取組⽅針と施策展開の考え⽅
3-1 現状・課題
3-2 まちづくりの取組⽅針（全体⽅針）
3-3 施策展開の考え⽅

第4章 「⽬指す街路空間の使い⽅」を⼟台とする都⼼部の都市構造
4-1 回遊・滞在の拠点等

・都⼼部の都市構造を強化する回遊・滞在の拠点を位置付け
・「⼈の回遊・滞在で使う空間」に拠点や街なかの⽬的施設などを踏まえた路線を追加

4-2 拠点の形成⽅針
第5章 ビジョン実現に向けた施策

5-1 基盤づくりに向けた施策展開
（参考） 中⼼市街地活性化の取組

第6章 ⽬標指標等
第7章 計画の評価等
第8章

（中間取りまとめ）

（深度化）

⽰す⼯夫
・実効性の⾼い施策の導出に

つなげる

（深度化）
詳細に路線を抽出

（中間取りまとめ）
街路の性格付けにより⼟台
となる街路空間使い⽅を位
置づけ

（今年度の検討）
・中間取りまとめを

踏まえた施策展開
【検討事項】

【確認事項①】

【確認事項②】



３． 確認事項
（中間取りまとめを更に深掘りする内容）
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【確認事項①】まちのデザイン（仮）について（深掘りする理由とアウトプットのイメージ）
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【中間取りまとめの内容】

進においては，
が必要

・中間取りまとめにおいて，
「街なかの空間」を俯瞰的に
⾒た⽬指す状態と
や⾝近な⽣活などの視点から
「望ましい状態」を導出

・将来，街なかでの移動や滞在
がどのように変化するか，

⽰す⼯夫
・望ましい状態を実現させるた

め，実効性の⾼い施策の導出に
つなげる

【アウトプット】
⾔語化した⽬指す状態を
イメージ化

深度化

プラン策定懇談会をはじめ，NCCまちづくり
のオープンハウス等を通じて，
の意⾒を参考に作成していく。



【確認事項②】回遊・滞在の拠点等について（深掘りする理由）

20

【中間取りまとめの内容】
・街なかの空間を「望ましい状態」に変えていくには，限りある街なかの空間におい

て，街路空間をかしこく使い分ける必要
・これまでまちづくりに取り組んできた「軸」を基本に，「⼈の回遊・滞在で使う空

間」を設定

ら，『⼈の回遊・滞在で使う空間』について，⽬的施設の⽴地や回遊性を⾼めてい
く路線なども考慮し，より詳細な設定を検討

【アウトプット】
・都⼼部における回遊・滞在の拠点を改めて位置付けるとともに，拠点エリアを含め

た街なかの⽬的地の配置を踏まえ，『⼈の回遊・滞在で使う空間』に路線を追加

深度化



【都⼼部の都市構造を強化する回遊・滞在の拠点】
・ 「 」となる⼤通り沿線においては，「軸」と「拠点エリア」周辺のまちづくりにより，回遊性・滞在性の向上を，

⾯的に波及させていくことが重要
・ ，南北都⼼軸においても，道路空間の整備や景観形成など軸の回遊性向上や街並みの形成と⼀体となり，

拠点となるエリアのまちづくりによって，回遊性・滞在性の向上を⾯的に波及させていくことが重要
・こうしたことから，「都⼼部グランドデザイン」や「都⼼部地区市街地総合再⽣計画」における都市構造に，市内・県内か

ら多くの来街者が訪れる「県庁周辺」，「市役所周辺」を，回遊性・滞在性を⾼めていく拠点として位置付ける

【確認事項②】回遊・滞在の拠点等について（アウトプットのイメージ）

21

せていくには，南北都⼼軸上の拠点となる
エリアの位置付けが必要
 市内・県内から多くの来街者が訪れる
「県庁周辺」，「市役所周辺」を位置付け

ビジョンにおける「拠点エリ

⼼軸」におけるまちづくりが⾯
的な効果を発現



【確認事項②】⼈の回遊・滞在の空間について

（参考）路線抽出の⽅法
・⽬的地（施設や場所）を
プロットし，そこへの経路
となりえる街路を抽出

城址公園

八幡山公園

県庁

市役所

JR宇都宮駅

二荒山
神社

22

カクテルバー
餃⼦店

東武
宇都宮駅

桜通り
十文字
周辺

広域的な移動で使う空間
拠点間の移動や⼤通りへの
アクセスで使う空間

中間取りまとめ時の路線

追加路線
⼈の回遊・滞在で使う空間

【路線追加の考え⽅】
・都⼼部には，回遊・滞在の拠点に加え， 来街者

は，こうした特性の⽬的地に向かって，将来のLRT停留場やまちづくりの軸から， 『回遊・滞在』⾏動をとると考えられる。
・また，学校や病院，公共公益施設など，⽇常的な⽤事で訪れる⽬的地には，⽬的地に向かって『通過』⾏動をとると考えられる。
・こうしたことから，中間取りまとめにおける『⼈の回遊・滞在の空間』に，『回遊・滞在』及び『通過』のために頻繁に利⽤される可能性がある

路線を更に追加
・今後の施策展開において，各路線が持つ回遊・滞在や通⾏の役割を踏まえ，拠点やまちづくりの軸における空間形成と連動し，ゆとりある歩⾏空

間の確保や多様なまちの機能誘導，駐⾞場や荷さばきの適正化，端末交通の⾛⾏環境の整備など，『リンク・プレイス機能の向上・改善』を図る。



４． 検討事項
（ビジョン実現に向けた施策展開に関する内容）
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施策の位置付けに向けた導⼊①（施策の性質）
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街なかの空間（道路＋沿道）
〈プランの目的〉

人と様々な交通が共存し，移動しやすく，多様な都市活動を支えるまちの機能が充実し，
人中心の居心地が良い空間に変えていく

施策

つかう（空間活用，中心市街地活性化）つかう（空間活用，中心市街地活性化）

つくる（空間形成，基盤整備）※つくる（空間形成，基盤整備）※

〈施策展開の土台となる考え方〉道路の役割（目指す街路空間の使い方）〈施策展開の土台となる考え方〉道路の役割（目指す街路空間の使い方）

目指す状態（望ましい状態）

※
空間形成や基盤整備に係る施策を中⼼に位置づける

【プランが推進する施策のイメージ】



施策の位置付けに向けた導⼊②（プランに位置付ける施策のレベル）

図 プランに位置付ける施策のレベル

都心部全体に係る基本的な課題に対応した施策

特定のエリアや路線等に係る課題に対応した施策
※ 基盤整備や空間形成に関する施策が中心

特定のエリアや路線等における将来空間の具体化
（方針や構想作成など）や空間の実装に向けた施策

『
の推進』に記載
（地元と丁寧に意⾒交換を重ねな
がら実施レベルに移⾏させる）

『施策展開』に記載
【レベル１】

【レベル２】

【レベル３】

合意形成の段階

総論

各論

望ましい状態の実現に向けた17の課題（プラン中間取りまとめにおいて整理）

【施策を現場で実施していくまでの段階とプランに位置付ける施策の関係】
・ビジョン実現に向けた実⾏計画として，空間形成に係る施策をより即地的・具体的にしていくほど，プランに施策を位置づ

・これらを踏まえ，本プランは『空間形成に係る施策を実施レベルに移⾏するための計画』として，都⼼部全体に係る基本的
な課題に対応した施策【レベル１】と，都市構造を踏まえた特定のエリアや路線等に係る課題に対応した施策【レベル２】を，
『基盤づくりに向けた施策展開』に記載

・更に，プラン策定後に（⼜は並⾏して）推進する特定のエリアや路線等における将来空間の具体化（⽅針や構想作成など）
や空間の実装【レベル３】については，後の『 』に記載

25



施策の位置付けに向けた導⼊③（基本的な課題の抽出）
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【都⼼部全体に係る基本的な課題】
・拠点や特定の路線を⼈中⼼の居⼼地が良い空間にしていくには，まずは，都⼼部全体において，『都⼼環状線内への過度な⾃動⾞の流⼊の抑制』や，『都⼼環状線内の回遊

性向上』など交通環境づくりに取り組むとともに，街なかの空間を居⼼地が良い空間に変えていく『地域主体のまちづくりの推進』や， 『
市機能の集積』など に取り組むことで，ウォーカブルなまちの素地を整えていく必要がある。

・また，都⼼部においては，居住⼈⼝やまちの活⼒維持のため，『良好な市街地の形成』や，本市が⽬指すSSCの実現に向け，基盤整備においても『SSCの実現への貢献』に
取り組んでいく必要がある。こうした観点から，中間取りまとめで把握した17の課題のうち，下記表の網掛けの課題を基本的な課題として抽出

視点 課 題（中間取りまとめからの修正箇所を赤字見え消しで表示）

街路空間の
使い方

 道路の特性を踏まえた都心部への過度な自動車流入の抑制  交通環境づくり

 自動車交通の変化やまちづくりの進展に合わせたリンク・プレイス機能の強化・改良  特定のエリアや路線に係る課題

街路空間の
デザイン

 街なかの居心地の良さ向上に向けた地域主体のまちづくりの推進  官民協働まちづくり

 街路空間における歩行や多様な市民活動の場の確保  特定のエリアや路線に係る課題

 沿道施設低層階の物理的・視覚的な透過性の向上  特定のエリアや路線に係る課題

 身近な目線で感じられる街なかの緑の充実  特定のエリアや路線に係る課題

 大谷石文化や地域資源を活かした「宇都宮らしい景観」の形成  特定のエリアや路線に係る課題

都市機能

 都心部に訪れる人々の多様なニーズに応える多様な都市機能集積  官民協働まちづくり

 都心部経済の好循環化や地域コミュニティの活性化につながる更なる都心居住の推進  良好な市街地の形成

 多様な都市機能の誘導や居住の推進と合わせたエリアの価値向上に資する防災性や建物性能（バリアフリー，脱炭素，スマート技術など）の向上
 ＳＳＣ実現への貢献

 老朽建築物の立地する地域における災害に強い安全・安心な居住・商業・業務地の形成  良好な市街地の形成

 回遊・滞在の拠点等における低未利用な空間を有効に活用した滞在・交流空間の創出と街なかの公共施設等の機能強化 特定のエリアや路線に係る課題

交通機能

 公共交通の充実と連携した駐車場の量・配置の適正化及び質の向上  交通環境づくり

 まちづくりと連携した配送活動の共存  特定のエリアや路線に係る課題

 回遊・滞在の拠点や大通り軸上などにおける自転車などの端末交通と公共交通ネットワークとの結節機能の充実  特定のエリアや路線に係る課題

 街なかの回遊性を高める誰でも気軽に使えるマイクロモビリティ等の充実  交通環境づくり

 歩行者や市民活動にも配慮した自転車など端末交通のかしこい使い方の誘導  特定のエリアや路線に係る課題



良好な市街地形成やSSCの実現への貢献ウォーカブルなまちの素地を整える

市役所
城址
公園

二荒山
神社

県庁

八幡山
公園

JR
宇都宮駅

P
P

P

P

P

P

P
P

P

P

P P

P
P

P

P

P

P

P
駐⾞場の過剰
供給・散在

⽼朽建築物の
散在

通過⽬的の
⾃動⾞の流⼊

東武
宇都宮駅

検討事項：施策展開のイメージ（都⼼部全体に係る基本的な課題に対応した施策：レベル1）

課題 ：道路の特性を踏まえた都⼼部への過度な
⾃動⾞の流⼊抑制

施策① 通過交通の環状線や幹線道路への誘導
内環状線や都⼼環状線の早期4⾞化，幹線道路等における
交差点改良，環状線や幹線道路の⾛⾏を促す周知活動，
都⼼環状線内の細街路における通⾏規制 等
施策② 街なかの細街路を通過する⾃動⾞交通の抑制
商業地や住宅地等における通過抑制の案内看板の設置，
セル内の速度制限（ゾーン30+） 等
施策③ 都⼼環状線内における駐⾞場の適正化
附置義務駐⾞台数の設置基準緩和，
隔地による附置の⾒直し
施策④ 公共交通利⽤や歩きでの来街促進
公共交通運賃負担の軽減 等

課題 ：公共交通の充実と連携した駐⾞場の量・配
置の適正化及び質の向上

施策① 都⼼環状線内における駐⾞場の適正化【再掲】

課題 ：⽼朽建築物の⽴地する地域における災害に強い安
全・安⼼な居住・商業・業務地の形成

施策① ⽼朽建築物密集地における建物の更新
等

施策② 街なかストック空間活⽤の促進
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課題 ：街なかの居⼼地の良さ向上に向けた地域主
体のまちづくりの推進

施策①
地元主体のまちづくりのルール策定
施策② 公共的な空間を活⽤した新たな居場所づくり
「プレみや」の推進 等
施策③
「都市再⽣推進法⼈制度」の運⽤

課題 ：都⼼部に訪れる⼈々の多様なニーズに応え
る多様な都市機能集積

施策① 多様な都市活動を⽀えるまちの機能⽴地誘導
都市機能誘導施設⽴地への⽀援 等

課題 ：街なかの回遊性を⾼める誰でも気軽に使え
るマイクロモビリティ等の充実

施策① ⾃転⾞⾛⾏環境や端末交通の充実
シェアモビリティの導⼊・運⽤

課題 ：都⼼部経済の好循環や地域コミュニティの活性化に
つながる更なる都⼼居住の推進

施策① 多様な都市活動を⽀えるまちの機能⽴地誘導
都市機能誘導施設⽴地への⽀援 等
施策② 多様な世帯ニーズに応じた良質な住宅の整備促進

課題 ：多様な都市機能誘導や居住の推進と合わせたエ
リアの価値向上に資する防災性や建物性能（バリ
アフリー，脱炭素，スマート技術など）の向上

施策① デジタル化の促進に繋がる基盤整備の推進
等

施策② 災害時にも対応できる⾃⽴分散型エネルギー
の普及促進

等

※施策は，中間取りまとめ時の内容を基本に記載しております。



施策の位置付けに向けた導⼊④（空間形成に取り組むエリアや路線と施策の位置付けの考え⽅）
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【拠点形成や⼈中⼼のウォーカブルな空間形成に取り組むエリアや路線】
・都⼼部の都市構造を踏まえ，ビジョンにおける『拠点エリア』や，『⼆核⼆軸』などを基本に設定

【施策の位置付けの考え⽅】
・エリアの『拠点形成』や，路線の『滞在機能強化』などを，個別の⽅針とし，１７の課題（スライド２６参
照）のうち，エリアや路線の特性に応じた，リンク・プレイス機能の強化・改良や，
場の確保，宇都宮らしい景観の形成など，複数の課題に対応する施策を位置付け

（街路空間使い⽅）リンク・プレイス機能の強化・改良
（街路空間のデザイン） ，低層階の透過性の向上，⾝近な⽬線で感じられる緑の充実，宇都宮らしい景観の形成
（都市機能）低未利⽤な空間を有効に活⽤した滞在・交流空間の創出と街なかの公共施設等の機能強化
（交通機能）まちづくりと連携した配送活動の共存，端末交通と公共交通ネットワークとの結節機能の充実，端末交通のかしこい使い⽅の誘導

エリア 路線
・JR
・⼆荒⼭神社周辺
・東武宇都宮駅周辺
・桜通り⼗⽂字周辺
・県庁周辺（⼋幡⼭公園含む）
・市役所周辺（城址公園含む）

・シンボルロード（南北都⼼軸）
・オリオン通り，ユニオン通り，東武⾺⾞道通り，⽇野町通り，バンバ通り，

御橋通り，餃⼦通り，泉町通り（にぎわいの軸）
・東武⾺⾞道通り（交通結節軸）
・バンバ通り，御橋通り等（歴史軸）
・釜川プロムナード，⽥川沿い（⾃然資源）
・都⼼環状線等（⾃動⾞交通の⾻格）



市役所
城址
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備等）

⽅針１：⼤通りを中⼼とした街路空間の滞在機能の強化
施策① ⼈中⼼の街路空間形成に向けた道路空間の再編
施策②

対する協議制度など都市デザインを誘導する仕組みの運⽤ 等
施策③ 既存建物の景観形成に向けた⽀援
施策④ ⽬に映る緑の充実
施策⑤ 多様な都市活動を⽀えるまちの機能の⽴地誘導

⽅針２：⼤通りへの過度な⾃動⾞の流⼊抑制
施策① 通過交通の環状線や幹線道路への誘導
施策② ⼤通りにおける駐⾞場の⽴地抑制
駐⾞場設置の届出義務化（駐⾞場配置適正化区域の設定），

路外駐⾞場設置に関する技術基準の運⽤（駐⾞場出⼊⼝の制限）

⽅針３：⼤通りで滞在する⼈と多様な交通の共存
施策① ⼤通り沿線における荷さばき環境づくり
優良建築物等整備事業等による共同荷さばき駐⾞場の確保，

商店街等と連携した荷さばきルールづくり
施策② 交通結節機能の充実

ポートの整備等）
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【 】
（⽅針と課題）

・⼤通りを中⼼とした街路空間において，まち
づくりの進展に合わせた街路空間の滞在機能
の強化に向け（⽅針），
動の場の創出（課題 ）や，各エリアの特性
を⽣かした宇都宮らしい街並みの形成（課題
 ），多様なまちの機能の充実（課題 ）な
どに取り組む

・ LRTを基軸とした公共交通と，街なかを回遊
する交通や⼤通りに滞在する⼈が共存できる
空間となるよう，過度な⾃動⾞の流⼊の抑制
と⼤通りで滞在する⼈と多様な交通の共存に
向け（⽅針），駐⾞場の適正配置（課題 ）
や，まちづくりと連携した配送活動の共存
（課題 ），⾃転⾞などの端末交通と公共交
通ネットワークとの結節機能の充実（課題
 ）などに取り組む

※施策は，中間取りまとめ時の内容を基本に記載しております。



市役所
城址
公園

二荒山
神社

県庁

八幡山
公園

P

P

P

P

P

集約
駐⾞場

JR
宇都宮駅

PP

P

P

P
P

P

P

P

P

P

P
P

P

P

P P

P
P

P

P

P

P

東武
宇都宮駅

検討事項：施策展開のイメージ（特定のエリアや路線に係る課題に対する施策：レベル2）
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【東武宇都宮駅周辺】
（⽅針と課題）

・鉄道駅と商店街が⼀体となったにぎわい・交流空
間の形成を⽬指し，エリアの特⾊を⽣かした交通結
節機能やまちの機能の強化に向け（⽅針），東武宇

⽅針：エリアの特⾊を⽣かした交通結節機能やまち
の機能の強化

施策① 東武宇都宮駅周辺地区のまちづくりの推進

⽅針：東武⾺⾞道通りにおける交通結節軸の形成
施策① 街なかの細街路を通過する⾃動⾞交通の抑制
商業地や住宅地等における通過抑制の案内看板の設置，セル内の速度制限（ゾーン30+） 等
施策② ⼈中⼼の街路空間形成に向けた道路空間の再編
施策③ 既存建物の景観形成に向けた⽀援
施策④ ⽬に映る緑の充実
施策⑤ 多様な都市活動を⽀えるまちの機能の⽴地誘導
施策⑥ 中⼼商業地における荷さばき環境づくり
商店街等と連携した荷さばきルールづくり 等
施策⑦ 公共的な空間を活⽤した新たな居場所づくり
プレイスメイキングの推進
施策⑧ 地域主体となった居⼼地が良い街路空間の維持管理

【東武⾺⾞道通り（にぎわい軸・交通結節軸）】
（⽅針と課題）

・中⼼商店街の⼀つであるとともに，ＬＲＴと東武線を結ぶ交通結節軸に相応しい空間の形
成（⽅針）に向け，まちづくりの進展に合わせた街路空間の滞在機能の強化（課題 ）を
⾒据えながら，
が⾏える場の確保（課題 ），多様なまちの機能の誘導（課題 ），まちづくりと連携し
た配送活動の共存（課題 ）などに取り組む。

【オリオン通り・ユニオン通り（にぎわい軸）】
（⽅針と課題）

・中⼼商店街の更なる活性化に関する取組と連携し，滞在機能を更に⾼める（⽅針）
ため，過度な⾃動⾞の流⼊の抑制（課題 ），まちづくりと連携した配送活動の共
存（課題 ）などに取り組む

【泉町通り（にぎわい軸）】
（⽅針と課題）

ナイトタイムコンテンツの創出
と連携し，滞在機能を更に⾼める（⽅針）ため，過度な⾃動⾞の流⼊の
抑制（課題 ），まちづくりと連携した配送活動の共存（課題 ）など
に取り組む

⽅針：中⼼商店街の活性化につながる滞在機能の強化
施策① 街なかの細街路を通過する⾃動⾞交通の抑制
施策② 中⼼商業地における荷さばき環境づくり
施策③ 街路空間の使い⽅を踏まえた通過⾃転⾞の誘導

商店街などを通過する⾃転⾞に対する⾛⾏ルールづくりや注意喚起 等
施策④ 公共的な空間を活⽤した新たな居場所づくり
施策⑤ 地域主体となった居⼼地が良い街路空間の維持管理

⽅針：ナイトタイムコンテンツの創出と連携した滞在機能の強化
施策① 街なかの細街路を通過する⾃動⾞交通の抑制
施策② 中⼼商業地における荷さばき環境づくり
施策③ 街路空間の使い⽅を踏まえた通過⾃転⾞の誘導
施策④ 公共的な空間を活⽤した新たな居場所づくり
施策⑤ 地域主体となった居⼼地が良い街路空間の維持管理

※施策は，中間取りまとめ時の内容を基本に記載しております。
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各方針
基本的な施策
（都心部全体）

定量的な指標（KPI）

特定のエリアや路線等に
おける施策

まちづくりの取組方針 施策 目標

【⽬標指標の設定等】
・ビジョン実現に向けた実⾏計画として，取組⽅針ごとに達成状況を評価していく。
・『都⼼部全体で展開する基本的な課題に対する施策』及び『特定のエリアや路線等に係る課題に対応した施策』，

それぞれが連動し達成する成果を，定量的に評価可能な指標や⽬標値（⽬に⾒える達成⽬標）について，次回検討

⽬に⾒える達成⽬標
（指標のイメージ）
・通過交通の割合や⼈の滞在時間 など

【スケジュール】
令和５年 ７⽉２４⽇ 第4回策定懇談会

１０⽉頃 第5回策定懇談会（⽬標指標，計画素案）
令和６年 １⽉頃 第6回策定懇談会（計画案）
令和５年度末 策定・公表


